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2 令和４年９月号・いなかだて

　７月28日、福島県鏡石町で2022全国田んぼアートサミットinかがみいしが開催され、全国から17団体の田んぼ　７月28日、福島県鏡石町で2022全国田んぼアートサミットinかがみいしが開催され、全国から17団体の田んぼ
アート関係者が一堂に集まりました。サミットでは、開催地である鏡石町の田んぼアートを視察し、会場である須アート関係者が一堂に集まりました。サミットでは、開催地である鏡石町の田んぼアートを視察し、会場である須
賀川市文化センターでは、地元高校生による活動事例報告や、基調講演、コロナ禍における今後の田んぼアートに賀川市文化センターでは、地元高校生による活動事例報告や、基調講演、コロナ禍における今後の田んぼアートに
ついてのパネルディスカッションが行われました。その後の交流会では関係者が情報交換をし、最後に次回開催地ついてのパネルディスカッションが行われました。その後の交流会では関係者が情報交換をし、最後に次回開催地
である田舎館村を代表し、村長が「３年ぶりに観覧を行ったが、田んぼにモナリザを描いた制作者たちはまさにレオである田舎館村を代表し、村長が「３年ぶりに観覧を行ったが、田んぼにモナリザを描いた制作者たちはまさにレオ
ナルド・ダ・ヴィンチ。出来栄えがよく満足している。来年も素晴らしいアートを制作するので、ぜひお越しくだナルド・ダ・ヴィンチ。出来栄えがよく満足している。来年も素晴らしいアートを制作するので、ぜひお越しくだ
さい」と挨拶し締めくくりました。さい」と挨拶し締めくくりました。

20222022全国田んぼアートサミット開催全国田んぼアートサミット開催！！！！

次回田舎館村でのサミット開催を宣言

サミット開会式

全国田んぼアート連絡協議会役員会

福島県内にある他の田んぼアートを見学

地元高校生による活動事例報告

2022　かがみいし田んぼアート「つるのおんがえし」

2022全国田んぼアートサミット開催！！
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I n f o m a t i o n

３年ぶりの出陣！！8/4

　第45回ねぷた合同運行が役場前特設コースで行わ
れました。令和元年以来３年ぶりの開催となり、こ
の日は村内のねぷた団体７組が参加しました。
　今年は新型コロナウイルス感染症感染対策として　　　　　　　　　　
第１田んぼアートの間の道路から役場正面を通る、
例年より短縮したコースとなりました。囃子組吹

すい
颯
りゅう

會
かい

の囃子演奏を先導にねぷたが出陣すると、役場正
面に集まった多くの観客を沸かせました。
　村長賞には前田屋敷ねぷた愛好会、議長賞には垂
柳ねぷた親和会、商工会長賞には大根子ねぷたの会
がそれぞれ受賞しました。

楽しい夏祭り

健康的な体づくりを目指す

8/19

8/19

　村教育委員会主催による田舎館式トレーニング教室M
マ ー ベ ラ ス
ARVELOUSが村民体育館で行われました。パーソナルト

レーナーの工藤涼太さんと　B
バ　シ
ASI　ピラティスインストラクターのさゆりさんを講師に迎え、この日は事前に申込みを

した参加者９人がダンベルなどを活用したトレーニングやヨガピラティスを通して約１時間汗を流しました。

　光田寺保育園で夏祭りが行われました。この日は園児約40人が参加し、各組ごとにダンスや踊りを披露した後、
くじ引きや魚釣り、的当てを楽しみました。年長児の中山杏

あ
衣
い

ちゃん（５）は「きれいな浴衣を着れてうれしい。
お菓子やおもちゃもたくさんもらえてよかった」と笑顔で話しました。
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今月のお知らせ

今月の粗大ごみ収集日
　９月28日（水）△

問い合わせ／住民課生活環境係（内線165）

納税相談

と　き ところ

休　日 ９月25日（日）
午前８時30分〜正午

役場１階
税務課　

夜　間 ９月28日（水）
午後５時〜午後７時

△

問い合わせ／税務課税務収納係（内線123）

こころとからだの相談
　本人やご家族の方を対象に、心や身体の問題による悩
みや生活上困っていること、福祉サービスなどの相談に
応じます。相談は無料で、秘密は守ります。
　なお、相談される方は事前に電話でお申し込みくだ
さい。
○と　き／10月18日（火）　
　　　　　午後１時30分～午後３時30分
○ところ／役場１階相談室
○相談員／精神保健福祉士

▽問い合わせ／厚生課健康推進係（内線152、153）

野生鳥獣による農作物の被害を防ごう
　村内ではタヌキやアナグマなどによる農作物への被害
が年々増加しています。被害防止のために、地域では次
のことを心がけましょう！
①生ごみを放置しない（園地に果実や野菜を放置しな

い）。
②軒下や屋根裏に侵入できないようにする。
③見かけても刺激を与えない。
④地域で草刈りを行い、見通しのよい環境にする。
被害・侵入の形跡があった場合は
　役場１階産業課へご連絡ください。現地の巡回や箱ワ
ナの設置を行います。

▽問い合わせ／産業課産業係（内線142）

役場閉庁日の埋火葬許可証発行
　担当職員は自宅待機していますので、お手数ですが事
前に役場へ電話連絡をお願いします。
○と　き／ 10月１日（土）、９日（日）、15日（土）、
　　　　　22日（土）、29日（土）
　　　　　午前８時15分～正午
○ところ／役場１階住民課△
問い合わせ／住民課住民係（内線163、164）

今月の納税
　固定資産税（３期）、国民健康保険税（３期）、介護保険
料（３期）、後期高齢者医療保険料（３期）

▽問い合わせ／
固定資産税…税務課固定資産係（内線121、122）
国民健康保険税…税務課税務収納係（内線123）
介護保険料…厚生課介護保険係（内線156）
後期高齢者医療保険料…住民課国保年金係（内線161）

給水装置工事事業者の指定
　新しく次の業者を指定しました。

７月 31 日付
（有）小鹿設備（青森市）　☎ 017 ｰ 788 ｰ 0770

△

問い合わせ／建設課業務係（内線233）

水道・下水道の基本料金等を減免します
　臨時的な使用を除き、一般家庭・事業者を問わず水道・
下水道・農業集落排水施設使用者が対象となります。
　申請手続きは不要で、あらかじめ減免した額で請求し
ます。
○減免期間／10月請求（９月検針）～ 12月請求（11月

検針）の３ヶ月分
○減免内容／
・水道料金のメーター使用料（口径別、税込110円～）

と基本料金（用途別、税込1,970円～）
・下水道・農業集落排水施設の基本使用料（税込2,011

円）
※基本水量を超えて使用した分のみ請求します。

▽問い合わせ／建設課業務係（内線234）
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田んぼアートを活用した人権啓発広報活動を行っています
　法務省による人権啓発活動の一環として、人権擁護に対する意識の啓発を図ることを目的に、田んぼアートによる
人権啓発標語の制作を行っています。青森県では、青森県人権啓発活動ネットワーク協議会が設置されており、さらに、
一定の地域ごとに各市町村を主体とした地域ネットワーク協議会が設置されています。村では、弘前人権啓発活動地
域ネットワーク協議会の構成団体として、村の人権擁護委員とともに人権啓発活動に取り組んでいます。　　　　　
「誰か」のことじゃない
　このシンボルマークには、「人権」はすべての人が生ま
れながらに持ち、世界中の人々の「人権」が最優先に尊
重され、共存し合っていかなければならないという願
いが込められています。

▽問い合わせ／住民課住民係（内線164）

９月10日～ 16日は自殺予防週間です
　青森県の自殺死亡率は全国の中でも高い水準にあります。身近なところに何でも話し合える人や相談窓口など受け
皿の充実が重要です。様々な分野にわたって相談できる窓口があります。
　もしあなたが悩みを抱えていたら、１人で悩まず、ぜひ相談してください。
　大切な人が悩みを抱えていることに気づいたら、声をかけてみてください。
　じっくりと話を聴いて、相談窓口を紹介してあげてください。
　私たちは、しっかりと受け止めます。専門外の相談も、必要に応じて専門の窓口につなぎ、連携して応えます。
一緒に考えましょう。

相談窓口 電話番号 受付時間

厚生課　健康推進係 58 ｰ 2111 平日　午前８時 15分～午後５時

青森県立精神保健福祉センター
「こころの電話」

017 ｰ 787 ｰ 3957
017 ｰ 787 ｰ 3958 平日　午前９時～午後４時

社会的包摂サポートセンター
「よりそいホットライン」 0120 ｰ 279 ｰ 338 毎日　24時間対応

▽問い合わせ／厚生課健康推進係（内線152、153）

人権・行政相談
10月17日（月）～ 23日（日）は行政相談週間です
　毎日の暮らしの中で、役所が行う仕事に関する苦情や
意見、要望などがあったときの最も身近な相談相手は行
政相談委員です。道路・河川、年金、医療保険、老人福
祉、登記、労働基準、雇用保険、自動車検査・登録、窓
口サービスなど、役所が行う仕事について、
・苦情や要望を直接申し出にくい、どこへ話したらよい

かわからない
・制度や仕組みを知りたい
・困りごとがあるが、どこに相談してよいかわからない

など、お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は守ります。
○と　き／ 10月26日（水）　午前９時～正午
○ところ／役場１階相談室

▽問い合わせ／住民課住民係（内線164）

みんなで声かけ！　安全確認！
秋の農作業安全確認運動

　収穫作業が最盛期を迎える秋季は、農作業事故が多く
なります。次のことに注意し、安全な農作業を心がけま
しょう。
○実施期間／ 10月31日（月）まで
・ほ場の出入り口では段差や傾斜に気を付けましょう。
・点検・調整時は必ずエンジンを停止しましょう。
・機械に乗るときはシートベルトを着用しましょう。
・脚立は安定した場所にしっかり固定しましょう。
・定期的な機械の点検を心がけましょう。
・必ず、作業の合間に十分な休憩を取りましょう。
・身を乗り出したり、天板上では作

業を行わないようにしましょう。
・家族や周りの人など、地域全体で

注意を呼びかけましょう。
▽問い合わせ／産業課産業係（内線142）
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今月のお知らせ

〔７月29日実施　３歳児健診〕

柴田　珠
じゅ

吏
り

ちゃん
H30/11/17 生

鈴木　茉
ま

子
こ

ちゃん
H31/1/12 生

田澤　雅
が

玖
く

くん
H30/9/13 生

葛原　怜
りょう

真
ま

くん
H30/12/13 生

「毎日ハミガキ
　　　頑張るぞ！！！」

「甘いものが大好物！！
　むし歯に気を付けるぞ！！」

「これからも歯みがき
　　　　頑張ろうね！」

「これからもお兄ちゃんと
　歯みがき頑張ろうね！」

渡辺　康
こう

太
た

くん
H31/1/18 生

岩間　妃
ひ

音
おん

ちゃん
H30/12/24 生

中野真
ま

希
き

那
な

ちゃん
H31/1/10 生

櫻田　心
み

愛
あ

ちゃん
H30/12/8 生

「毎日歯みがき
　　　頑張ってるよ！」

「むし歯に気を付けて
　これからも頑張ろうね」

「ずっとむし歯０本
　　　　目指します！」

「歯みがき大好き♡
　これからも頑張ろうね！」

▽問い合わせ／厚生課健康推進係（内線153）

入札結果
　詳しくは役場２階総務課か、村のホームページで公表しています。予定価格と落札価格は消費税等込みの額です。

入札日 工事名 予定価格 落札価格 工事場所 業者名 工期

7/20 第 17 号：川部地区消火栓
撤去工事 1,463,000 円 1,397,000 円 川部 管電工業（株） 11/30

7/20 上水工第１号：水道メーター
取替工事 2,497,000 円 2,343,000 円 高樋ほか GON設備 9/30

7/26 第 18号 : 大根子 2号線舗装
補修工事 12,859,000 円 12,320,000 円 大曲 東青建設（株） R5

1/31

入札日 業務名 予定価格 落札価格 業務場所 業者名 終了日

7/20 都市計画基礎調査業務 1,859,000 円 1,782,000 円 田舎舘ほか 東北測量（株） R5
2/28

7/20 令和４年度下水道管路清掃
及び調査業務 2,508,000 円 2,310,000 円 東光寺ほか 豊産管理（株） 9/30

7/20 田舎館小学校屋根等改修工
事設計業務 7,700,000 円 6,820,000 円 大根子 （株）工藤金正建築

設計 11/30

▽問い合わせ／総務課管財係（内線223）

畑　中

東光寺

畑　中

川　部 諏訪堂 垂　柳

諏訪堂 豊　蒔
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しっかり積み立て、がっちりサポート　ご存じですか？　農業者年金
Ｑ１　農業者年金とは？

　国民年金の上乗せ年金として、農業者だけが加入できる年金制度です。60歳未満の国民年金第１号被保険者（保
険料納付免除者を除く）で、年間60日以上農業に従事する方が加入でき、保険料は月額20,000円～ 67,000円で自
由に選べます。また、39歳未満で農業所得が900万円以下の場合、認定農業者で青色申告者等の条件を満たせば、
政策支援加入で保険料の国庫補助が受けられます。
※令和４年５月から、60歳以上65歳未満で国民年金に任意加入している方も加入できるようになりました。

Ｑ２　安心して加入できる制度なの？
　少子高齢化時代に強い積立方式の年金です。
　現在の農業者年金制度は、自らが積み立てた保険料とその運用益により、将来受け取る額が決まります。加入
者や受給者数に左右されにくい、長期的に安定した制度です。

Ｑ３　税制面でメリットがあるってほんと？
　公的年金ならではの優遇措置として、支払った保険料は全額が社会保険料控除の対象になり、所得税や住民税
の節税に効果的です！　また、将来受け取る農業者年金も、公的年金等控除の対象です。

▽問い合わせ／農業委員会（内線131）

後期高齢者医療制度　被保険者の皆様へ
保険料は納期限内に納めましょう
　保険料の納付にお困りの方は役場１階住民課へご相談ください。災害により住宅等に著しく損害を受けたり、世帯
主の収入が著しく減少した場合などには、保険料の減免が認められることがあります。また、保険料を滞納すると通
常より有効期限が短い被保険者証が交付されることがあります。
かかりつけ医・かかりつけ薬局を持ち、お薬手帳は１冊にまとめましょう
　かかりつけ医があると、体質や持病を理解したうえで助言をしてくれたり、必要に応じて専門の医療機関を紹介し
てくれたりするので安心です。また、かかりつけ薬局があると、薬歴（薬の服用記録）の管理や飲み合わせによる副作
用の防止、多剤処方による健康被害のリスク軽減など、健康管理をサポートしてくれます。
　お薬手帳を複数持っている場合は、１冊にまとめて管理しやすくしましょう。
高額療養費の事前口座登録をお願いします
　10月１日から、一定以上の所得がある方は医療費の窓口負担割合が２割となります。
　対象となる方には、外来診療分の１か月の負担増加額を3,000円までに抑えるために、自己負担額（窓口で支払う
費用）との差額を高額療養費制度の口座へ後日払い戻しします。（令和７年９月30日まで）
　対象となる方で口座が未登録の方には、９月以降に高額療養費支給事前申請書を郵送しますので、事前の口座登録
をお願いします。

▽問い合わせ／住民課国保年金係（内線161）　
　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017－721－3821

農地の借り受け・貸し付けを募集中　農地中間管理事業で有利に規模拡大！
　（公社）あおもり農業支援センターでは、青森県から指定を受け、農地中間管理事業を実施しています。
　この事業は、出し手（経営規模を縮小する農家）からセンターが農地を借り入れ、受け手（規模を拡大する農家）へ、
まとまった農地を貸し付けるものです。
　受け手の公募はセンターのホームページ　http://aoimori-nogyoshien.jp/　に掲載するほか、役場１階産業課でも随
時受け付けています。また、出し手として農地をセンターに貸したい方も役場１階産業課にお問い合わせください。
　なお、農作業受委託を利用権設定に切り替える場合は、受託していた受け手へ優先的に貸し付けることができます
ので、ご相談ください。

▽問い合わせ／産業課産業係（内線143）　
　あおもり農業支援センター　☎017－773－3131
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国民年金だより　国民年金保険料の追納制度
　国民年金保険料は、免除等を受けた期間があると、保険料を全額納付したときよりも老齢基礎年金の年金額が少な
くなります。
　将来受け取る老齢基礎年金の年金額を増やすために、10年以内であれば免除を受けた期間の保険料をさかのぼっ
て納めること（追納）ができます。また、社会保険料控除により所得税・住民税が軽減されますのでご検討ください。
追納による年金額の試算もできますので、お気軽にお問い合わせください。
〇追納の対象となる免除・猶予の制度／
　全額または一部免除、法定免除（障害年金を受けている期間や生活保護の生活扶助を受けている期間など）、保険料
の納付猶予、学生納付特例
〇申込方法／マイナンバーまたは基礎年金番号がわかるものを用意して、弘前年金事務所に申請してください。
○追納に関する注意事項／
・産前産後免除に該当した期間は、保険料を納付したものとして将来の年金額に反映されますので、追納の必要はあ

りません。
・一部免除を受けた期間に、残りの保険料を納付していない場合は追納できません。
・老齢基礎年金を受け取っている方は追納できません。
・追納は、免除等を受けた期間のうち、原則として古い期間の保険料から納めることとなります。
・３年度以上前の保険料を追納する場合は、経過期間に応じた加算額が上乗せされますので、早めの追納をお勧めし

ます。

▽問い合わせ／住民課国保年金係（内線162）　 弘前年金事務所　☎27－1339

総務省・青森県・田舎館村　
令和４年就業構造基本調査にご協力をお願いします

　総務省統計局では、10月１日現在を基準に就業構造基本調査を実施します。この調査は国民の就業、不就業の実
態を明らかにすることを目的として、統計法（国の統計に関する基本的な法律）により実施する国の重要な統計調査で
す。調査結果は、雇用政策や経済政策など国や地方公共団体における各種行政施策の企画、立案のための基礎資料と
して活用されます。
　調査をお願いする世帯には、９月下旬に調査員が伺い、調査書類をお配りします。また、パソコンやスマートフォ
ンから回答することも可能となっていますので、調査の趣旨をご理解いただき、ご回答をお願いいたします。

▽問い合わせ／企画観光課企画係（内線244）

定例労働相談会
　労働者と事業主との間に生じた労働問題（解雇、賃金
引き下げ、長時間労働、パワハラなど）に対し、青森県
労働委員会の委員が無料で相談に応じます。
○と　き・ところ／
10月２日（日）
午前10時30分～午後０時30分

東奥日報新町ビル
４階（青森市）

10月４日（火）
午後１時30分～午後３時30分

東奥日報新町ビル
４階（青森市）

10月23日（日）
午前10時30分～午後０時30分

藤田記念庭園（弘
前市）

▽問い合わせ／あおもり労働相談ダイヤル
　　　　　　　☎0120－610－782

「いなかだてのかだり場」開設
　６月から、認知症の方やその家族、地域住民が集う場
として「いなかだてのかだり場」を開設しています。認
知症や介護に関する情報交換や相談、ちょっとした気が
かりなことについても相談ができる場ですので、ぜひご
利用ください。
○と　き／毎月第３木曜日　午前10時～正午
○ところ／中央公民館
○参加費／無料

▽問い合わせ／田舎館村社会福祉協議会
　　　　　　　☎43－8111

今月のお知らせ
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弘前地区消防事務組合　危険物取扱者試験と事前講習会
危険物取扱者試験
　受験願書は消防本部予防課、最寄りの消防署・分署で配付しています。電子申請は(一財)消防試験研究センターの
ホームページ　https://www.shoubo-shiken.or.jp　からお申し込みください。

と　き ところ 受付期間

11月12日（土）
弘前東高等学校 ９月16日（金）～９月30日（金）、電子申請は９月13日（火）～９月27日（火）

11月19日（土）

○種類・受験料／甲種（受験資格必要）：6,600円、乙種（第１類～６類）：4,600円、丙種：3,700円
事前講習会
○と　き／ 10月28日（金）　午前９時30分～午後５時
○ところ／東消防署２階多目的室（弘前市城東中央５丁目６－11）
　　　　　※車での来庁はできませんので、最寄りの駐車場か公共交通機関をご利用ください。
○対　象／乙種第４類の受験者で受講を希望する方
○受講料・テキスト代／受講料等は講習日に会場で徴収します。
　2,000円（弘前地区消防防災協会加入事業所は1,000円）、テキスト1,300円（テキストのみの購入は不可）
○申込期間／ 10月３日（月）～ 10月25日（火）
○申込先／消防本部予防課、最寄りの消防署・分署

▽問い合わせ／消防本部予防課　☎32－5104

司法書士に聞いてみよう！ 
法の日司法書士無料法律相談会

　10月１日は法の日です。相続や登記、成年後見、多
重債務など日常生活の困りごとや法律上の悩みに司法書
士が相談に応じますので、お気軽にご相談ください。
電話相談
○と　き／ 10月１日（土）　午前10時～午後３時
○当日専用番号／☎017－752－0440
面談相談
○とき／ 10月1日（土）　午前10時～午後３時
○ところ／イオンスーパーセンター十和田店

▽問い合わせ／青森県司法書士会　
　　　　　　　☎017－776－8398

弘前大学教育学部附属小・中学校
令和５年度入学者選考等　合同説明会

　受検を希望される方は、ご参加ください。説明会の詳
細や募集要項は９月20日（火）以降、各校のホームペー
ジに掲載いたします。
○と　き／ 10月14日（金）　午後２時30分～
○ところ／附属小学校体育館・中学校体育館
○ホームページアドレス／
・小学校　https://home.hirosaki-u.ac.jp/fushou/　
・中学校・中学校　　https://si tes . google. com/fuchu.edu.https://si tes . google. com/fuchu.edu.

hirosaki-u.hirosaki-u.ac.jp/public//public/

▽問い合わせ／小学校　☎32－7202
　　　　　　　中学校　☎32－7201

インボイス制度説明会
　インボイス制度に関する説明会と登録申請相談会を開
催します。午前の部、午後の部の各１回ずつ開催し、午
前の部は消費税の仕組みから知りたい方向けの説明会と
なっています。事前予約制となりますので、参加を希望
する方は、事前にお問い合わせください。

と　き 予約締切
　９　月 29 日（木） 　９　月 27 日（火）午後５時
10 月 27 日（木） 10 月 25 日（火）午後５時
11 月 24 日（木） 11 月 21 日（月）午後５時
12 月 15 日（木） 12 月 13 日（火）午後５時

午前10時～午前11時、午後２時～午後３時
○ところ／黒石税務署
○定　員／各10人

▽問い合わせ／黒石税務署　☎52－4111

eLTAX（エルタックス）が便利です
　青森県では、eLTAX（地方税ポータルシステム）
https://www.eltax.lta.go.jp/　を利用したインターネ
ットによる法人県民税、法人事業税、特別法人事業税の
申告や法人設立届や異動届などを受け付けしています。
　eLTAXを利用すると、申告書等を窓口に持参したり、
郵送したりする必要がありません。ぜひご利用ください。

▽問い合わせ／中南地域県民局課税第一課
　　　　　　　☎32－1131
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65歳以上の健康サポート教室
　加齢に伴う転倒予防・認知症予防に、ぜひお役立てく
ださい。無料送迎がありますので、ご希望の方は開催日
の１週間前までに村地域包括支援センターへお申し込み
ください。
○と　き／10月５日（水）、19日（水）　
　　　　　午後１時30分～午後３時
○ところ／中央公民館
○テーマ／椅子を使った健康体操
○参加料／無料

▽問い合わせ／村地域包括支援センター
　　　　　　　☎58－3704

家族介護者のつどい
　家族に介護が必要になっても認知症になっても村で暮
らしたい介護者の方を応援する集いです。
　無料送迎がありますので、ご希望の方は開催日の１週
間前までに村包括支援センターへお申し込みください。
○と　き／ 10月25日（火）　午前10時～正午
○ところ／中央公民館
○テーマ／悪質商法の手口と対処法　
○参加料／無料

▽問い合わせ／村地域包括支援センター
　　　　　　　☎58－3704

令和４年度津軽地域障害者就職面接会
　障害をお持ちの方を対象とした面接会で、障害者雇用
を考えている事業所が多数参加します。完全予約制で、
事前の申込みが必要となりますので、参加を希望する方
はお問い合わせください。
○とき・ところ／ヒロロ４階 弘前市民文化交流館

10 月 24 日（月） 午後 １ 時～午後 ３ 時30分

10 月 25 日（火） 午前10時～午後 ０ 時30分

▽問い合わせ／黒石公共職業安定所　☎53－8609

FMアップルウェーブ「産直リポート」
　中南地域の産直施設の魅力を伝えるラジオ生放送

「産直リポート」が、FMアップルウェーブ（周波数
78.8MHz）で放送されています。
○と　き／11月25日（金）までの毎週金曜日
　　　　　午前11時～午前11時10分
　　　　　（10月14日のみ午後２時～午後２時10分）
※「道の駅いなかだて」は９月23日（金）放送。
○ところ／各産直施設から生中継

▽問い合わせ／中南地域県民局農業普及振興室
　　　　　　　☎32－1131

動物愛護フェスティバル2022
ペットと共に　一歩ずつ　一緒に

○と　き／９月24日（土）、25日（日）　
　　　　　午前10時～午後４時
○ところ／青森県動物愛護センター
○内　容／犬のしつけ方教室、うさぎふれあい体験、乗

馬体験、工作コーナー、動物のお医者さんな
りきり体験ほか　

▽問い合わせ／青森県動物愛護センター
　　　　　　　☎017－726－6100

青森県立弘前高等技術専門校
令和５年度入校生募集

○科目・定員／自動車整備科20人、総合建築科20人　
○訓練期間／２年間
○応募資格
・高等学校を令和５年３月に卒業見込みの方
・公共職業安定所に求職申込みをしており受講指示、受

講推薦か支援指示を受けられる見込みで、高校を既卒
か令和５年３月に卒業見込みの方、またはこれと同等
以上の学力を有する方
○申込期間／ 10月11日（火）～ 11月16日（水）
○試験日／ 11月25日（金）　　　　　　　　　　　　　

▽問い合わせ／弘前高等技術専門校　☎32－6805

原高史　<　AOMORI M
マ ッ ピ ン ク

APPINK MEMORY「記憶の未来」>　開催
　青森県では、11月13日（日）までの期間中、弘前れんが倉庫美術館を起点に、弘南鉄道弘南線を中心としたエリア
を、アートを通して巡りながら、普段は目に触れることがない地域の魅力を再発見するアートプロジェクトを実施し
ます。期間中はアーティストの原高史さんがデザインに参加した、外装や車内がピンク色に染められたアート列車が
運行するほか、駅舎での地元住民へのインタビュー映像の上映や周遊に役立つ特別冊子「MAPPINK BOOK」と、弘
南鉄道弘南線１日乗車券がセットになった「わのパス MAPPINK TICKET」を販売します。
　詳しくは、イベントページ　http://www.nanjo.com/mappink/　をご覧ください。

▽問い合わせ／青森県庁観光企画課　☎017－734－9389
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アロマ石けんづくり製作体験　参加者大募集！！
　詳しくは津軽広域連合のホームページ　http://tsugarukoiki.jp/　をご覧ください。
○と　き／ 10月７日（金）　午前10時～午前11時30分　
○ところ／板柳町多目的ホールあぷる 会議室（北津軽郡板柳町大字灰沼字岩井61）
○対　象／弘前市、黒石市、平川市、藤崎町、板柳町、大鰐町、田舎館村、西目屋村にお住まいの方
○定　員／ 20人
○参加料／ 800円
○申込方法／郵便はがきか電子メールに①郵便番号・住所、②参加者氏名（ふりがな）、③年齢、④電話番号を明記し

てお申し込みください。１回の応募で２人までお申し込みできます。（２人目の情報記入必須）
　　　　　　〒036－8003　弘前市大字駅前町９－20　ヒロロ３階　津軽広域連合　アロマ石けんづくり製作体験係
○申込締切／９月22日（木）　※当日消印有効
　　　　　　応募者多数の場合は抽選となります。結果は９月28日（水）に郵送により通知します。

▽問い合わせ／津軽広域連合　☎31－1201　📧rengou＠tsugarukoiki.jp

10月１日～７日は公証週間
　公証人は法務大臣から任命された法律の専門家とし
て、国民の権利保護と私的紛争の予防に取り組んでいま
す。相談は無料ですので、お気軽にご相談ください。
①公正証書から契約書、遺言書、養育費の給付契約書な

どを作り、大切な財産や、子どもの未来を守ります。
②任意後見契約書により老後の安心を確保します。
③会社等を設立するための定款を認証します。
④私署証書において、文書の存在を証明します。
○ところ／弘前第一生命ビル７階
　　　　　（弘前市駅前２丁目２－３）

▽問い合わせ／弘前公証役場　☎34－3084

農業バイト、はじめてみませんか？
　１日農業バイトアプリ「daywork」は、仕事を探して
いる方と生産者を１日単位でマッチングするアプリで
す。仕事は数時間から１日単位で募集されるほか、どこ
からでも応募可能ですので、皆様の都合に合った仕事を
探すことができます。　
○ダウンロード方法／下記ＱＲコードを読み取りダウン

ロードしてください。

▽問い合わせ／津軽みらい農業協同組合営農課
　　　　　　　☎40－2280

法の日週間
調停制度発足100周年記念行事

○と　き／ 10月３日（月）　午後１時30分～午後４時　
○ところ／青森地方・家庭裁判所
○内　容／・簡易裁判所の民事調停手続の模擬調停
　　　　　・調停制度に関するパネルディスカッション
○定　員／25人（先着順、参加無料）
○申込方法／青森地方裁判所総務課へ電話でお申し込み

ください。

▽問い合わせ／青森地方裁判所総務課　
　　　　　　　☎017－722－5421

黒石税務署からのお知らせ
　黒石税務署では、具体的に書類や事実関係を確認する
必要がある場合など、電話での回答が困難な内容に関し
ては面接による相談を受け付けています。
　面接での相談を希望する場合は、事前に予約が必要と
なりますのでお問い合わせください。
予約の際の電話の流れ
・所轄の税務署へ電話をかける。
・音声案内に従い、「２」を選択する。
・税務署の受付担当が応答するので、用件が事前予約で

あることを伝える。
　国税に関しての一般的な質問は、各国税局が設置して
いる「国税局電話相談センター」で国税局の職員がお答
えするほか、土日、夜間でも回答を調べることができ
る、国税庁ホームページ　https://www.nta.go.jp　内の

「チャットボット」や「タックスアンサー」もご利用くだ
さい。

▽問い合わせ／黒石税務署　☎52－4111

▲ iPhone/iPad ▲ Android
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自筆証書遺言書保管制度
　法務局では、自筆証書遺言書を保管する制度を実施し
ています。この制度は、自筆証書遺言書を法務局に預け
ることで、遺言書を他人に見られることがなく、改ざん
や紛失を防ぐことができます。また、相続をめぐる紛争
を防止し、ご自身の財産を確実にご家族に託すことがで
き、家庭裁判所の検認も不要となっています。
　また、遺言者が生前希望していた場合、相続人からの
死亡に関する連絡を待たずに、法務局が遺言書を保管し
ている旨の通知を遺言者が指定した方に対して行うこと
もできます。
　遺言を検討されている方は、ぜひこの制度をご利用
ください。詳しくは法務省ホームページ　http://www.
moj.go.jp　か最寄りの法務局へお問い合わせください。

▽問い合わせ／青森地方法務局供託課
　　　　　　　☎017－776－9030

あおもりマッチングシステム
「AIであう」の運用を開始します

　あおもり出会いサポートセンターではAI（人工知能）
を活用したマッチングシステムを10月から運用します。
スマートフォンやパソコンを利用して、時間や場所に左
右されずに、自分のペースで出会いを探すことができま
す。会員がプロフィールから自分で相手を探すことがで
きるほか、価値観診断テストの結果をもとに、AIが相
性度の高い相手を紹介します。青森県が運営するシステ
ムですので、個人情報の管理も安心です。詳しくはホー
ムページ　http://adsc.jp　をご覧ください。
登録キャンペーン実施中
　９月30日（金）までの期間中にweb上で登録申込をし
た場合は利用登録料が5,000円（税込）となります。（令
和６年10月31日まで有効）
※10月１日以降の申込みは、居住地により10,000円（税

込）または12,000円（税込）となります。

▽問い合わせ／あおもり出会いサポートセンター
　　　　　　　☎017－721－1250　📧info@adsc.jp

45歳以上　シニア向け合同企業説明会
　シニアの雇用に積極的な企業15社程度の各担当者が会社
概要や業務内容を説明します。申込みは不要で、参加費も
無料となっていますのでぜひご参加ください。この説明会
は雇用保険受給資格者の求職活動として認められます。
○とき・ところ／午後１時～午後４時

10月11日（火） ヒロロ４階　弘前市民文化交流館

10月13日（木） アウガ５階　AV多機能ホール

▽問い合わせ／ネクストキャリアセンターあおもり
　　　　　　　☎017－723－6350

中南・西北津軽地域住民観光意識調査
にご協力ください

　この調査は、お住まいの地域の観光に対する考え方や
思いを知るためのものです。いただいた回答は、津軽地
域の観光促進のための参考とさせていただきます。
○調査期間／令和５年１月末まで
○回答方法／右のＱＲコードから
　　　　　　ご回答ください。
○特　典／ご回答いただいた方の

中から抽選で毎月10人に津軽地
域の特産品詰め合わせセットをプレゼントします。（ア
ンケートの回答は期間中お一人様１回です）

▽問い合わせ／（一社）ClanPEONY津軽　☎88－6090

古津軽を探す旅に出かけよう！　「古津軽（こつがる）ウィーク」
　「古津軽（こつがる）」は、岩木山を中心に広がる津軽地域に古くから伝わっている祭りや信
仰、芸能、食文化などを、津軽に息づくたくさんの「ものがたり」とともに楽しむ新たな観光
ブランドです。９月16日（金）～ 10月23日（日）の期間中、古津軽を体感できるイベント満
載の「古津軽ウィーク」が開催されます。
　各市町村で行われるイベントに参加し、SNS投稿、まちあるき、体験、食事などをするこ
とで「オニー」と呼ばれるポイントがもらえ、集めて応募すると、抽選で平川サガリや鬼コ
グッズが当たるキャンペーンも行います。各市町村のイベント内容の詳細は、古津軽ウィーク
特設ページ　https://www.kotsugaru.com/kotsugaruweek/index.html　をご覧ください。

▽問い合わせ／中南地域県民局地域連携部　☎32－2407
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I n f o m a t i o n

交通事故概況
（８月末日現在）

人口と世帯
（８月末日現在）

県　内 村　内 男 3,560 （− 2）

件数 192 （1,424） 2 （11） 女 3,917 （− 4）

死者 4 （20） 0 （0） 計 7,477 （− 6）

傷者 234 （1,708） 2 （14） 世帯 2,843 （+ 6）
（　） は１月からの累計 （　） は前月との比較

お悔やみ申し上げます

小　野　金　一（86歳）　垂　　柳
山　谷　義　久（79歳）　前田屋敷
木　村　良　一（91歳）　堂 野 前
工　藤　カツエ（95歳）　大 根 子
工　藤　光　子（87歳）　大 根 子
阿　保　日出穗（89歳）　八 反 田
齋　藤　律　子（57歳）　大　　袋
三　橋　惠　子（71歳）　垂　　柳
三　浦　キミ子（86歳）　川　　部

ご結婚おめでとうございます

　篠　崎　　学　� 豊　　蒔（　小笠原　真　衣� 北 海 道

お誕生おめでとうございます

葛　西　な　お　ちゃん
� （泰人・春香） 大　　袋
岩　滝　悠

ゆう
　聖

せい
　くん

� （勇康・理恵子） 田 舎 舘
田　澤　侑

ゆう
　莉

り
　ちゃん

� （孔志・唯） 諏 訪 堂

・人生に、上下も勝ち負けもありません 精神科医が教える
老子の言葉� 野村総一郎／著　文響社

・バナナの魅力を100文字で伝えてください 誰でも身
につく36の伝わる法則　柿内尚文／著　かんき出版

・くだらないものがわたしたちを救ってくれる
� キム ジュン・米津篤八／著　柏書房
・おいしいごはんが食べられますように
� 高瀬隼子／著　講談社
・独り舞� 李琴峰／著　光文社
・スマホになじんでおりません� 群ようこ／著　文藝春秋

・かいけつゾロリ にんじゃおばけあらわる！
� 原ゆたか／著　ポプラ社
・宇宙食になったサバ缶　　
� 小坂康之・別司芳子／著　小学館
・おおきくなったら、なんになる？
� 刀根里衣／著　NHK出版
・金魚いろ×かたち謎解き図鑑 どうしてデメキンや

ランチュウみたいになるの　大森義裕／著　化学同人
ほか

７月21日～８月20日受付
村に現住所がある方を掲載しています。
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